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新
し
い
年
に
な
り
、
一
昨
年
か
ら
懸
案
で
あ
っ
た
神
社
下

の
町
道
拡
幅
工
事
が
始
ま
っ
た
。

　
こ
の
道
路
は
丁
度
小
学
生
の
通
学
路
と
な
っ
て
い
る
事
か

ら
、
早
島
町
と
施
工
業
者
に
工
事
が
完
了
す
る
ま
で
は
、
神

社
の
境
内
を
臨
時
の
通
学
路
に
す
る
よ
う
に
申
し
入
れ
て
い

た
。

　
い
よ
い
よ
二
月
か
ら
町
道
が
通
行
止
め
に
な
る
と
、
ラ
ン

ド
セ
ル
を
背
負
っ
た
可
愛
ら
し
い
小
学
生
が
正
面
の
石
段
を

登
っ
て
賑
や
か
に
や
っ
て
来
た
。

　
隋
神
門
を
潜
り
、
参
道
を
横
切
る
と
き
に
一
旦
立
ち
止
ま

り
、
社
殿
の
正
面
に
向
か
っ
た
一
年
生
が
ゆ
っ
く
り
と
二
礼

二
拍
手
一
礼
の
作
法
で
神
様
に
ご
挨
拶
を
し
た
。
す
る
と
後

か
ら
来
た
友
達
も
同
じ
よ
う
に
挨
拶
を
行
う
。

　
何
と
も
微
笑
ま
し
い
朝
の
光
景
で
あ
ろ
う
か
。
神
社
へ
の

参
拝
作
法
は
両
親
又
は
祖
父
母
等
に
教
わ
っ
た
の
か
も
知
れ

な
い
が
、
そ
れ
を
毎
朝
の
通
学
時
の
一
人
の
時
に
も
進
ん
で

実
践
で
き
る
事
は
、
決
ま
り
が
あ
る
と
か
、
皆
が
す
る
か
ら

と
か
の
思
考
で
は
な
く
、
自
然
に
神
様
の
前
で
は
頭
を
垂
れ

る
事
が
当
た
り
前
と
考
え
て
い
る
事
に
他
な
ら
な
い
。

　
鎌
倉
幕
府
の
基
本
法
典
で
あ
っ
た
御ご
せ
い
ば
い
し
き
も
く

成
敗
式
目
に
「
神
は

人
の
敬
う
や
ま
いに
よ
り
て
威い

を
増
し
、
人
は
神
の
徳
に
よ
り
て
運
を

添
う
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
、
正
に
こ
の
言
葉
は
、
こ
の

よ
う
な
自
然
体
で
純
粋
な
気
持
ち
を
持
つ
今
の
世
の
小
学
生

の
清
い
心
に
よ
っ
て
具
現
化
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

 

就な
か
ん
ず
く
中
、
こ
の
子
ら
が
神
の
徳
に
よ
っ
て
、
何
時
々
ま
で
も

健
康
で
日
本
を
背
負
う
人
材
に
な
っ
て
貰
い
た
い
と
願
う
ば

か
り
で
あ
る
。

　　　　　　　　　　　　神妙な面持ちで獅子に頭を咬んで貰う子供

微
笑
ま
し
い
朝
の
光
景
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春季大祭に併せ巫女体験実施

　
令
和
二
年
、
三
年
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
り
、

中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
神
幸
祭
で
し
た
が
、
氏
子
の
皆
様
の

ご
協
力
に
よ
り
、
令
和
四
年
に
早
島
、
帯
江
、
豊
洲
の
秋
の
風
物
詩

が
帰
っ
て
来
ま
し
た
。
当
日
は
雨
天
の
予
報
が
晴
天
に
変
わ
り
、
感

染
予
防
を
実
施
し
な
が
ら
予
定
通
り
の
巡
行
と
な
り
ま
し
た
。

三
年
ぶ
り
の
神
幸
祭

　
　令和２年、３年に実施を予定致してお
りました巫女体験は新型コロナウイルス
感染症拡大により、中止となりましたが、
本年５月から感染法上の位置づけが変更
になる事に加え感染者の大幅な減少と
なっているため、当社の春季大祭に併せ
て第４回巫女体験（岡山県神社庁教化委
員会主催）を実施致します。
　県内から集まった 20 名の女性が巫女の
衣装を着けて、供膳祭の奉仕や祭

さ い し ま い

祀舞を
奉納致します。
　写真撮影も出来ますので、春季大祭（供
膳祭）共々御参拝並びに見学にお越し下
さい。

　　☆日　時
　5月 21日（日）

　午前 10 時〜供膳祭奉仕
　午後　３時〜祭祀舞奉納
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第９回

  正月の参拝者を迎えたイ草の「うさぎ」

　
正
月
の
風
物
詩
と
し
て
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
イ
草
の
ジ
ャ
ン
ボ
干
支
を
年
末

か
ら
二
月
五
日
ま
で
境
内
に
展
示
し
た
。

　
昨
年
の
「
と
ら
」
は
横
方
向
に
長
か
っ
た
の
で
、今
年
は
縦
方
向
に
と
、両
足
で
立
っ

た
姿
勢
の
「
う
さ
ぎ
」
を
表
現
し
た
。

　
公
開
時
の
取
材
中
、
強
風
に
よ
り
倒
れ
そ
う
に
な
る
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
っ
た
が
、

補
強
を
施
し
無
事
正
月
の
参
拝
者
を
迎
え
る
事
が
で
き
た
。

イ草のジャンボ干支 
     　　 境内に展示

　
家
に
神
様
を
お
迎
え
す
る
た
め
に
は
、

神
棚
、
床
の
間
な
ど
の
神
様
の
鎮
座
す

る
神し
ん
ざ座
が
必
要
で
す
。

　
神
座
に
は
、
鏡
餅
や
お
神み

き酒
な
ど
の

神し
ん
せ
ん饌
（
お
供
物
）
を
お
供
え
し
ま
す
。

　
お
神
酒
を
入
れ
た
瓶
子
や
お
神
酒
徳

【
質
問
】

【
答
え
】 神

道
Ｑ
＆
Ａ

〈
神
酒
口
と
は
〉

　
我
が
家
で
は
神
棚
に
御
供
え
す
る
御

神
酒
入
れ
の
口
に
竹
で
作
っ
た
飾
り
を

刺
し
入
れ
る
習
わ
し
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
ど
ん
な
名
前
で
、
何
を
す

る
た
め
の
物
で
し
ょ
う
か
？

利
（
お
神
酒
す
ず
）
な
ど
の
口
を
飾
る

縁
起
物
が
、
神
酒
口
（
ミ
キ
ノ
ク
チ
）

で
す
。
ミ
キ
ノ
ク
チ
に
は
、
紙
製
、
竹

製
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ
り
ま

す
が
、
常
緑
樹
（
杉
、
桧
、
松
等
）
の

小
枝
を
ミ
キ
ノ
ク
チ
と
し
て
お
神
酒
徳

利
な
ど
の
口
に
挿
す
こ
と
は
、
全
国
的

に
行
わ
れ
て
来
ま
し
た
。

　
ミ
キ
ノ
ク
チ
に
は
、
御ご
へ
い幣
や
門
松
の

よ
う
に
、
舞
い
降
り
た
神
様
を
宿
ら
せ

る
た
め
の
、　
依よ
り
し
ろ代
と
し
て
の
役
割
も
あ

り
ま
す
。
　

　
祭
り
な
ど
で
は
、
そ
の
後
、
お
神
酒

は
下
げ
て
、
皆
で
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ミ
キ
ノ
ク
チ
は
今
で
も
神
具
店
な
ど

で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
経き
ょ
う
ぎ木
の
簡

単
な
火か
え
ん焔
（
炎
の
形
）
や
、
木
の
板
や

ブ
リ
キ
に
模
様
を
付
け
た
も
の
、
折
紙

の
様
に
紙
で
作
っ
た
も
の
な
ど
様
々
な

物
が
あ
り
ま
す
。　

ま
た
、
高
価
な
工
芸

品
と
し
て
作
ら
れ
る
も

の
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
昔
の
民
具
を
保
存

す
る
活
動
の
一
環
と
し

て
、
竹
の
ミ
キ
ノ
ク
チ

を
作
る
人
も
い
ま
す

が
、
ミ
キ
ノ
ク
チ
が
作

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
大
工
な
ど
の
職

人
の
手
仕
事
と
し
て
、

伝
承
さ
れ
て
来
た
も
の
が
始
ま
り
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
昔
は
、
大
工
と
施
主
が
、
何
代
に
も

わ
た
っ
て
付
き
合
い
ま
し
た
。
家
を
少

し
直
す
に
し
て
も
、
同
じ
大
工
に
頼
み

ま
し
た
。
そ
う
し
た
付
き
合
い
に
感
謝

し
て
、
大
工
が
施
主
に
対
し
、
年
末
に
、

ミ
キ
ノ
ク
チ
を
贈
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　
大
工
仕
事
に
使
う
檜
の
余
り
の
板
に
、

ノ
コ
目
を
入
れ
、
水
に
浸
し
て
柔
ら
か

く
し
て
か
ら
、
薄
く
削
り
、
乾
か
な
い

内
に
組
み
上
げ
ま
す
。
十
一
月
、
十
二

月
の
夜
な
べ
仕
事
に
作
る
の
で
、
若
い

大
工
に
と
っ
て
は
、
冷
た
い
水
を
使
う

つ
ら
い
余よ

ぎ技
だ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
こ

の
作
業
を
行
う
事
に
よ
り
、
ノ
コ
ギ
リ

や
カ
ン
ナ
の
練
習
に
も
な
り
ま
し
た
。

　
ミ
キ
ノ
ク
チ
の
形
状
は
、
火
焔
、
扇
、

宝
剣
、
桃
な
ど
縁
起
物
を
象
か
た
ど

っ
た
も
の

が
多
く
、「
お
み
き
す
ず
」
な
ど
と
も
呼

ば
れ
ま
し
た
が
、
よ
く
作
ら
れ
た
の
は
、

戦
後
暫
く
ま
で
の
よ
う
で
す
。

　　瓶子の口に挿したミキノクチ



令和5年4月1日　　　                    鶴 﨑 神 社 社 報　　　　　  　          　  第51号（　）４

祭
事
暦

五
月
二
十
日
（
土
）［
午
後
七
時
］　

　
八
幡
神
社
春
季
大
祭   

    （
露
店
あ
り
）

五
月
二
十
一
日
（
日
）［
午
前
十
時
］

　
鶴
﨑
神
社
春
季
大
祭
【
供
膳
祭
】

　
巫
女
体
験［
午
前
九
時
〜
午
後
五
時
］

七
月
三
十
日
（
日
）［
午
後
五
時
］　

　
夏
越
祭
【
輪
く
ぐ
り
祭
】　
　
　
　

　（
露
店
あ
り
）

毎
月
一
日
（
午
前
九
時
）
月
次
祭

  

諸
祈
祷
・
出
張
祭
の
案
内

♦
初
宮
詣
・
交
通
安
全
・
厄
除
・
安
産
・

　
家
内
安
全
・
病
気
平
癒･

そ
の
他

♦
地
鎮
祭
・
上
棟
祭
・
家
移
清
祓
・

　
宅
神
祭
・
結
婚
式
・
神
葬
祭
等

ご
希
望
の
方
は
前
も
っ
て
ご
連
絡
下

さ
い
。

　祈祷／出張祭は　　

　　　予 約
  をお願いします。

482-0097

　
岡
山
の
由
緒
あ
る
社
寺
を
巡
拝
し
て
、

歴
史
を
学
び
、
岡
山
の
信
仰
を
再
認
識

す
る
べ
く
、
29
の
神
社
と
36
の
寺
院
が

参
加
し
て
「
ま
い
ら
れ
ぇ
岡
山
」
が
本

年
も
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
は
、
各
社
寺
の
縁

起
や
見
ど
こ
ろ
な
ど
、
幅
広
く
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
。

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
（
8
月
18
日
〆
切
）

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
　 

巡
礼
ク
イ
ズ
　    

　（
９
月
30
日
〆
切
）

神
社
仏
閣
を
巡
る

ま
い
ら
れ
ぇ
岡
山　

応
募
用
紙
を
兼
ね
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

は
拝
殿
内
に
置
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
自
由
に
お
持
ち
帰
り
下
さ
い
。
　

（
９
月
30
日
〆
切
）

総
代
の
異
動

片　田

岡
本
　
冨
士
夫

早
島
町
前
潟
一
〇
五
九
ー
一
九

同
前
　
忠
志

　
早
島
町
早
島
一
九
九
二

塩地花町

西
田
　
覃

早
島
町
早
島
一
一
六
三

納
所
　
實

早
島
町
早
島
一
三
五
六

早高南

小
原
　
惠

倉
敷
市
早
高
三
四
一
ー
一

大
村
　
秀
樹

倉
敷
市
早
高
二
四

帯高南古開

中
村
　
之
信

倉
敷
市
帯
高
二
六
二

中
村
　
悟

倉
敷
市
帯
高
二
六
〇

退任新任

（
令
和
五
年
四
月
一
日
付
）

退任新任 退任新任退任新任

 

授
与
品
②
　
神
木
守
り

　
当
社
の
御
神
木
は
、
樹
齢
数
百
年
と

推
定
さ
れ
る
巨
樹
の
ア
ク
ラ
で
す
。
ア

ク
ラ
は
ク
ロ
ガ
ネ
モ
チ
の
別
称
で
、
岡

山
地
方
で
は
通
称
ア
ク
ラ
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。

　
ア
ク
ラ
は
上
座
（
ア
ゲ
ク
ラ
）
の
意

味
で
、
こ
の
木
は
品
格
が
高
い
と
評
価

さ
れ
て
お
り
、
ま
た
「
あ
っ
と
言
う
間

に
藏
が
建
つ
」
と
い
わ
れ
大
変
縁
起
の

良
い
木
で
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
ア
ク
ラ
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
神
木

守
り
を
作
製
し
、
授
与
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　 （
初
穂
料
一
、〇
〇
〇
円
）

特殊な細密織りで謹製された神木守り４種

　
町
道
の
拡
幅
工
事

　
境
内
下
の
町
道
の
拡
幅
工
事
が
始
ま

り
ま
し
た
。
五
月
末
日
に
は
完
成
予
定

で
す
。
今
年
か
ら
は
神
輿
の
渡
御
も
安

全
に
行
う
事
が
で
き
ま
す
。


